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体験ブース 
木のパズル、カプラ・ゲーム、けん玉、大型絵本、ゲーリングなど楽しい 
催し物を親子で体験し、電子メディアとの上手な付き合い方や生活リズム 
の向上への意識を高めました。 

スポーツ縁日 

ハンドボール、バブルボール、ストラックアウト、モルック等たくさんの 
種目を親子で体験しました。 

 

講演会  
◇演 題 
「スマホやネットが不可欠な時代を生き 
ていく次世代を育む 

～賢い活用とトラブル回避のために大人 
が知っておきたいこと～」 

◇講 師 ネット教育アナリスト 

尾 花 紀 子 氏 

11月 18日（土）に、白老町コミュニティセンター及び白老町総合体育館にて開催されたフォーラムの様子

についてお伝えします。 

講演のポイント 
Ｚ世代（1997～2010年出生）のネットの使い方や感覚 

▼テレビを見る時間よりネットを使用している時間の方が長い。 
▼定期考査や受験のための勉強に、スマホやタブレットを活用。 
▼行動・言動・考え方にネットから得た情報の影響を受けやすい。 
▼都合のよい情報を好み、悪い情報を排除・無視する傾向がある。 
▼ネット上で金銭やポイントを使う・受け取る・貯めることに違
和感がない。 

▼同世代の子のＳＮＳを見てコンプレックスを感じてしまう。 
▼１つのＳＮＳに複数のアカウントを持ち、使い分けている。 

参加者の感想 

▼デジタルよりもリアルを重視していたが、これからはデジタルもリアルも大事

な時代なのだと、よくわかるお話だった。 

▼メディアを避ける教育ではなく、メディアに注意しながらそのメリットを生か

す考え方が印象的だった。 

▼いろいろな新しい世代のことを理解できなくても当たり前と言われて、目から

鱗だった。自分（保護者）がわからないから教えてもらい、子どもと一緒にど

うしたら良いのか考えていくしかないと感じた。 

作成：胆振管内教育委員会連絡協議会事務局（北海道教育庁胆振教育局社会教育指導班） 

子どもたちが「正しく・安全に・賢く」スマホやネットを活用するために、大人が一緒にできることについてたくさんのヒ

ントを得ることができました。 


